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は、一般家 庭の場合とち
作業 過程において重要な
ものを用いてい るが、変
値 に誤差が生じるこ とを
も類について集団給食実
ので 報告 する。

［ 方法］　 給食数　150食 の昼 食のみの集団 給食実習において、過去8 年間（1977 年5 月
～1985 年　1月 まで ）の野 菜・果実・ いも 類の使用状況を調 べ、そ の廃棄率を観察し た。廃
棄率 の算出にあたっては、毎回処理前 の使用 総量 を記録し 、各々に応じ た処理 法を行 った
のち 廃棄部分を一括秤量し求め た。 食品ご･と に月別に整理し平均値お よび 標準偏差 を求め
季節（ 出まわり期）、調理担当者の熟練 度等に よる差 の検定を行い、成分表の数値と 比較

検討を試みた。（ 本報の集 計お よび 表・ 図の作成は、N E C　N 5200 － 05で処理した。）

［ 結果］　 使用
%. ほう れん草37
ヤベツ31.7 ％で、
19.5 ％であった。
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